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は、教員も一緒に走りながら励ましの声をかけたり、そ
の子供に合った目標を設定させたりして、意欲を高めら
れるようにしている。
（1）	BGMの活用
アップテンポの音楽を流しておくことで、マラソンの開
始と終了を分かりやすくし、また雰囲気を盛り上げている。
（2）	マラソンカードの活用
低・中・高学年用と、3種類のマラソンカードを用意し、発
達段階に応じて自分の頑張りを確認できるようにしている。
3	業間なわとび
なわとび記録会の1か月前から、業間休みに体育館を開
放し、曜日ごとに利用学年を割り当てている。また、学
級ごとに8の字跳びや個人跳びを練習する時間を設け、自
主的に取り組むことができるようにしている。

●工夫したこと
①短い時間でできるだけ多くの児童が運動を楽しめるよ
う、ゲーム性をもてるようなルールづくりを行った。
②マラソンカードに走った周回数が蓄積されていくこと
で、児童が達成感を味わいやすいように作成した。
③8の字跳びの学級ごとの記録を昇降口に掲示してお
き、随時更新できるようにした。

	

①他人と比べるのではなく、児童が各自の記録と向き合
えるようになり、運動全般への意欲が向上した。児童
に行った今年度のアンケートでは、運動に対する意欲
はとても高く、全国平均を大きく上回った。
②投げる運動に苦手意識をもっていた児童は、投力アッ
ププランに参加することで、一生懸命にボールを投げ
る姿が多くみられるようになった。
③業間マラソンやなわとびの活動を通して、運動に消極
的だった児童も、記録を意識して自主的に取り組む姿
がみられるようになった。

特定の児童が、いまだ休み時間に屋内に留まる傾向に
ある。そのような児童も積極的に外での運動に取り組め
るような工夫が必要である。

Check 取組の成果

Action 今後の課題

1 取組時の課題
本校の児童の課題は、運動に対する意欲が二極化して
いることと、投力が低下していることである。スポーツ少
年団などで活躍している児童は、運動技能の向上が目に
見えて現れるため、意欲的に取り組む一方、運動経験が
少ない児童や苦手意識のある児童は、成果が出にくく、
運動への意欲が低下する傾向がみられた。特にドッジ
ボールなどの投げる運動では、運動量に偏りがみられ
た。そこで、投力の向上及び運動への意欲を高めるた
め、活動そのものの楽しさを味わうとともに、「できた」
という達成感を味わうことが大切であると考えた。
2 取組の目的
①各児童の体力に合った目標を設定することで、運動技
能を高めようとする意欲を高める。
②「できた」という達成感を味わうことで、運動やス
ポーツをすることの楽しさを実感できるようにする。

1 投力アッププラン
茨城県の体力向上事業の1つである投力アッププランを
本校でも実施している。業間休みに校庭で行っており、
投げる運動への意欲と投力の向上を図っている。
（1）	的当て・的抜き
狙ったところに正確に、強くボールを投げる力を高め
られるようにするために設置した。
的当ての的は、中央部に穴が開いており、そこにボール
が入ると、中で反転してボールが返ってくるという仕組み
である。より強く投げれば投げるほど、返ってくるスピー
ドや距離も伸び、投げる楽しさを味わうことができる。
的抜きは、9枚の数字が書かれたボードにボールを当て抜
く遊びである。一定時間内に何枚抜けるか、ビンゴを達
成できるかなど、ゲームの要素を取り入れた。
（2）	ジャイロ・紙鉄砲
ペットボトルを材料にしたジャイロや、チラシで作成
した紙鉄砲を用意し、肩の力を高める運動に楽しく取り
組めるようにした。
2 業間マラソン
持久走記録会の1か月前より、毎日、業間休みを活用し
全校でマラソンを行っている。意欲の低い児童に対して

Plan 取組時の課題と目的

Do 取組の内容

茨城県利根町立布
ふ

川
かわ

小学校

運動に意欲的に
取り組むための手立て

全校児童数 298名（男子162名　女子136名）

全クラス数 15 教職員数 25名（内体育専科0名）

クラブ活動または
運動部活動

数 3

参加延べ人数 49人

地域のスポーツ指導者の活用（年間延べ人数） 0人
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●運動やスポーツが好き ●中学校に進んでも自主的に運動やスポーツをしたい

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
本校

全国

好き やや好き ややきらい きらい
●男子

74.5 19.7

76.2 19.0 4.8

4.1 1.7

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
本校

全国

●女子
55.1 32.5

69.6 21.7 8.7

9.3 3.1

（%）

（%） 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
本校

全国

思う わからない 思わない

●男子
73.9 19.3

81.0 9.5

6.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
本校

全国
●女子

62.3 28.5

86.4 13.6

9.2

（%）

（%）

0.0

9.5

●体力合計点と運動時間
男子 女子

体力合計点（点） 59.8 61.5

総
合
評
価

（
段
階
別
）

A 40.0 34.8
B 20.0 39.1
D 10.0 4.3
E 5.0 0.0

AB-DE 45.0 69.6 
1週間の総運動時間（分） 757.5 391.3
60分未満の割合（%） 10.0 4.0

フォームをチェックしながら取り組
みました。 

２分の制限時間内で，何枚のボード
を倒せるか。 

投力アッププランの様子 
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学習カードの活用 

※こちらでグラフなどいれますので、 
データ作成時には空白にしてください。 

見本 ２ページ目 （ パワーポイントで作成）

達成感を得られるように，努力の足跡
が記録に残る。 

紙鉄砲 

ジャイロ 
ペットボトルを筒状に切り取り，筒
が前に向くように投げる。 

マラソンカード（低学年用） 

業間なわとびでは、8字跳びの学級
ごとの記録を掲示し、随時更新でき
るようにしている。 
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